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山田みさこ様　加藤みすえ様　田口大輔様　
西岡義広様　中島薫様 遠藤史絵様　森勇馬様
カトリック呼子教会様　聖パウロ女子修道会様
肥前精神医療センター　杠岳文様　吉森智香子様

宿輪龍英様　田坂茜様　松尾悦子様
武富隆信様　中野様　池本正夫様　安永一弘様

佐賀県精神保健福祉センターの皆様
NPO 法人九州 DARC 様　

佐賀 DARC にご支援して頂きまして
心から感謝致します

佐賀 DARC をいつもご支援くださり、ありがとうございます。
佐賀 DARC の運営は現在、国や県からの助成を受けず講演謝金や献金でまかなっておりますが
資金難で運営は大変厳しい状況にあります。
今、苦しんでいる依存者に回復のチャンスと場を提供していくため
DARC を存続させていきたいと思っています。
その為には、不況の折心苦しい限りではありますが皆様の資金的な御支援が必要です。
御支援・御協力を何卒宜しくお願い致します。

○郵便振替
口座番号　01750-9-123470
加入者名　佐賀ダルクを支援する会

※原則として、郵便局で受け取る振込金受領票の写しを以て領収書に代えさせて頂きます。
※発送作業簡略化の為、郵便振替用紙は全員の方に同封させて頂いております。
※ひきつづき、検品のお願いです。
入寮施設での食料 (コメ・調味料･油･コーヒー・砂糖･) 日用品 (洗剤・タオル・シャンプー、リ
ンス・石鹸 )の献品も引き続き募っておりますので何卒宜しくお願い致します。

皆様の温かい御支援をお待ちしています。

〒840-0012
佐賀県佐賀市北川副町大字光法 1648 番地
TEL.FAX/0952-28-0121
E-mail.saga-darc@asahinet.jp

http://
saga-darc.com

佐賀 DARC のホームページも開設
しました。今後イベント情報、
ブログ、仲間のメッセージ等を
掲載していく予定です。
ぜひご覧になってください。

佐賀 DARC　　　　　
代表　　松尾　周　

 早いもので、今年も残すところ２０日あ
まりとなりました。
佐賀も、日に日に寒さを増していて朝夕は
ストーブに火を入れるようになりました。
そんななかですが、入寮者の仲間達は風邪

を引くこともなく元気に毎日のプログラムを実践しています。
　今年最後のニュースレターになるんだなと思いつつ、日々雑事におわれ振り返ること
ができない今年一年を改めて振り返っています。

　４月に佐賀へ来てから物凄く密度の濃い、長い時間が過ぎているような気がしていた
のですが、指折り数えてみてまだ８ヶ月しか過ぎていないのかと改めて感じています。
　佐賀で暮らし始めた頃、どんな仲間が来ることになるのだろうと、一人不安を抱えて
過ごし、最初の入寮の仲間が来てからは「夜になると死にたくなる…」と毎日訴える仲
間と共に二個一のように片時も離れず話し行動し、６月に新しい仲間、仲間の為に毎日
食事を作ったり、日常生活のあらゆることを共に行い、ミーティングへ通い。
　初め処方薬で朝起きることがやっとだった仲間が、処方薬も少しづつ減っていくごと
に日常生活の事を覚えてくれ、食事も仲間同士で食べたいものを相談し、パソコンでレ
シピを検索し新しいメニューが増えていくのを楽しんでいる姿を見せてくれています。

　７月の京都へのコンベンションへの参加や、その前後欲求を持て余し飛び出してし
まった仲間に自分の無力さを気づかされ、仲間の為に祈ることを与えられ、毎回無事に
使わず帰ってきてくれたことに喜び。
　
　楽しんでほしいと、夏はよく遊びました。海や川へ。
楽しめなかった仲間が、笑顔を取り戻し、普段はプログラムに無関心な仲間が楽しめな
い仲間のサポートの手助けをし笑いの中心にいることに皆必要な仲間達だと見せてくれ
ました。

　良いことばかりじゃありません、問題が起こることも仲間同士でうまくいかないこと
も起こります。
毎日の生活自体がプログラムだと、回復に必要な事は黙っていても与えてもらえるんだ
なと仲間達を見ていると感じさせてくれます。

このニュースレターは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

１２月 活動予定　
 3. 佐世保刑務所面会
 6.JA グリーンコープ
　　　　　地域運動交流会
11. 肥前精神医療センター
　　アルコール･薬物関連問題
　　　　　　　　　　　研修会

14. 九州 DARC　X’mas 会
15. 鳥栖市民フェスタ
18. 鬼塚中学校講演
25. 佐賀 DARC　X’mas 会

毎週木曜日
肥前精神医療センター
DARC ミーティング

MUTSUGOROU  BIN
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　こんにちはアディクトのＭです。
　ＤＡＲＣでの夕食は、みんなでメニューを考えてみんなで作
り、みんなで一緒に食べていますが、たまに外食に出掛けたり
します。
 
  みんなで考えてどんな料理を作っているかというと、ココ
ナッツカレー、キーマカレー、ハヤシライス、クリームシュー、
レバニラ炒め、チキン南蛮、唐揚げ、豚キムチ、ハンバーグ、

チャンポン、鍋、肉うどん、マーボ豆腐、マーボ茄子、おでん、酢豚、豚カツ、パスタ、
お好み焼き、チンジャーロース、餃子、和食（秋刀魚の塩焼き＆味噌汁 or 豚汁＆かぼちゃ
の煮つけ）、などが定番メーニューになっていて、それプラスキャベツをベースとした
野菜サラダ＆キャベツの芯などを使った野菜スープがお決まりのメニューとなってい
て、たまにきんぴらごぼうを仲間が作ってくれます。これらのメニューはだいたい１人
でも作れるようになりました。

だいたい月１のペースで皆で何を食べたいのか相談し、焼き肉の食べ放題に行ったりす
るのですが、１１月はしゃぶしゃぶの食べ放題に行ってきました。　
 入院している時に太った僕は、ＤＡＲＣでの食生活において昼食は毎日カップラーメン
を食べていたのですがカップ麺は太るので（現にカップ麺の食べすぎで１３㌔ふとりま
した）カップ麺は止めてそれ以外のものを食べたり、夕食に関してはみんながご飯をど
んぶりで食べているところを僕は茶碗に少しだけご飯をついで食べたり、これ以上お腹
が出ないように気を使って食べているのですが、食べ放題に行くと、つい食べてしまう
んですよね（涙）
 
 しゃぶしゃぶに行った時もそうです｢今日は食べすぎに注意しよう｣と思いつつもつい、
食べ過ぎてしまっていて、食べることに対してコントロールがきかなくなっている訳で
はないとは思うのですが？｢食べ放題だし食べなきゃ損する｣、という気持ちに負けたの
か、｢今日ぐらいいっか｣、という気持ちに負けた のかはわかりませんが、
今日ぐらい良いだろう、という気持ちに負けてい るのだとしたら気を付
けなければいけないな、と思いました。｢ちょっと くらいなら大丈夫だろ
う、とかこれくらいなら大丈夫だろう｣といった 気持ちで僕はスリップ
をしたので、そんな気持ちに気
を付けなければならないので
す。

 でもみんなで一緒に食事をす
るって温かくて良いことですよ
ね（笑）そんな生活をＤＡＲＣ
では送らせてもらえています。ありがとうございました。

　１１月には新しい仲間も増え、メンバーの入れ替わりも無
く皆クリーンな生活をおくっていること自体奇跡なのでしょ
う、たどり着いたばかりの頃から見ている仲間の今を見てい
ると、そう思わずにはいれません、感謝なことですね。
　それでも、まだまだ仲間の病気が心配で DARC をあけて出
かけることが出来ない自分がいたりもします。
とにかくゆっくりした時間とプログラムの中で「暇だ～」と
言っている仲間達の中、せかせかと落ち着かずお任せと信じ
ることにかけて至らないのも自分自身かもしれません。

　月末になると水光熱費や家賃など、苦手なお金のことにも
頭を悩まされました。
　多くの方のご支援に支えていただけなければ乗り越えてこ
れなかったことで、佐賀 DARC に関わっていただけた方、関
心を持って頂けた方の善意を毎月感謝せずにはおれませんで
した、本当にありがとうございます。
　仲間の回復の場所も、最初の頃と比べると随分と生活感に
あふれ生活しやすいものとかわっています。

　１１月に行ったセミナーも大盛況で、多くの方がご来場下
さいました。
　関わっていただいた方々、ありがとうございました。
アンケート用紙には感謝と今後も開催して欲しいと多くの言
葉を頂きました。

　相談件数もかなり増えており多くの方が電話や DARC を訪
れられました。
　４月にこられた方が、最近自助グループへ繋がりながら回
復を目指し「命を助けられました」と言われました。
　佐賀から他県の DARC で回復している仲間の姿も見せても
らっています。

少しづつの変化ですが、DARC が回復の場所として回復のメッセージを伝える場所とし
て実を結んでいることを振り返ることが出来ています。

　回復とは本当に良いものだなと、仲間たちが気づかせてくれます。
自分が与えてもらえたものを渡していく機会を、与えてくれる大切な仲間達が佐賀
DARC にはいます。
　今後も仲間と共に、温かい回復の場所を存続していこうと思っています。

感謝の内に
　

女性の依存問題

「その後の不自由」 のその後

講師　大嶋さん　上岡さん

パネルディスカッション

当日は１３０名程の来場者があり
皆さん真剣に聞きいられていまし
た。

緊急支援のお願い

現在、佐賀 DARC で使用している車が１月に車検となります。走行距離も１７万キロを
越えてあちこちに故障も出てきており、車検代もかなり料金がかかると思いますが、
運営も厳しく大変に困っております、心苦しいお願いですが助けて頂けないでしょう
か、皆様の温かいご支援をお待ちしております。
利用者の人数も増えてきつつあり新しい車も探しています、お心あたりのある方はご
連絡をいただけないでしょうか宜しくお願いします。
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こんにちは、依存症のつよぽんです。

　私は、施設に来る前は20年間薬物を使い続けていました。
今までは幻覚や幻聴も見たり聞いたりしたことも無く、自
分は薬物を上手くコントロール出来ると思っていました
が、ある日、友達の家から盗聴器やら盗撮器が出てきてか
ら妄想が出てきて「自分は殺される」という妄想にとりつ
かれてしまい「家の中にガスをまかれてしまった」という
幻覚を見て家から飛び出し、近所の家に駆け込み「胸が痛いので救急車を呼んでくだ
さい」と言って救急車が来るまでもガスをまく人の幻覚を見てそこでも騒いでいると
こに救急車が来ました。
乗り込みましたが救急車の中でもガスをまく人の幻覚を見て、中でも暴れてしまい運
転手のシートを蹴飛ばしていました。病院に着いたら精神病院に運ばれていて「なん
で自分は胸が痛いのに精神病院に運ぶんだ、普通の病院に運んでくれ」と言って普通
病院に着いて救急車のドアが開いて歩いて直ぐに倒れてしまい意識が戻ったら病院の
ベツトに縛らていました。

 病院を退院した日にまたクスリを使っても大丈夫だと思い、使ってしまいましたが、
胸が苦しくなりパニックになり神様に祈ったりしながらも、自分は大丈夫だと自分に
言い聞かせながら結局は施設の電話番号を調べて繋がることができました。

 施設に繋がり早ひと月になりますが、来て３日位は体の震えがとまらずにいました、
何故体が震えているのかも分からずにいましたが、考えて見れば自分は怖いのだと思
い、今まで問題があっても怖いとは思いませんでした。
 でも今は実際に体が震え、「子供の様に怯えて居る自分がそこには居ます。」

　施設では移動が自転車ですので、びっくりしてしまいました。自転車を乗るのは自
分にとっては何十年かぶりで、しかも、自分は足が悪くて歩くのも遅くて、でも仲間
の気遣いもあり、リハビリにもなり、今はかなり乗れるようになりました。
今では、色々な事を落ち着いて考えることも出来ますし、ミーティングで仲間の話し
を聞きながら、自分だけでは無いのだと知り、かなり元気をもらうことができました。
また、ミーティングでの話しで共感できる話も多く施設で今は仲間に本当に感謝して
います、ありがとうございます。

　九州 DARC、佐賀 DARC、長崎
DARC 合同で福岡の神父様チームと

ソフトボールの試合を行いました。
　
整列して「主の祈り」から試合
開始です。
　
残念ながらここ最近勝てた試し
がありません、悔しい限りです。
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みなさん　こんにちは。依存症のまこです。

先日11月23日に小城市の清水の滝に仲間と行って来ました。
それより数日前、別の機会でここを訪れた仲間が、良かったから
僕たちにも見せてあげたいと言い出して行くことになりました。
　ここは全国名水百選に数えられる程水がきれいな所なのだそう

ですがその滝とそこら中がライトアップされていて凄かったと仲間が言うので僕た
ちも楽しみにしていました。
　
　当日は近くまで車で行きシャトルバスで現地に入りました。
バスを降りて歩くのですが、さすが清流、滝へと続く道には鯉料理を食べさせる店が軒を
連ね、その店構えに妙に郷愁を覚えたりしました。
　敷地の中に入るとまず目に映ったのはチラチラと揺れる無数の竹灯籠の灯りでした。
滝へと続く散策路は光の海で、投光器でライトアップされた滝も紅葉も暗闇に浮かび上が
り、無数に広がる竹灯籠の灯りが織り成す景色は幻想的で圧巻でした。
　

　僕も半年前は道端の景色に目が行く程の心の余裕はありませんで
した。興味のある物以外、何を見ても心を動かされる事などあまり
無く
いつからこんなふうになってしまったんだろう、僕は元々感受性が
乏しいのか、過去のトラウマのせいで自閉的になっているからなの
か、
ずっと自分のことは嫌いだったし、自分が息をしてることさえたま
らなくいまいましかったりして舌打ちばっかりしていました。
　自分ほど当てにならない奴はいないと思ってたし、調子が悪い時
など僕の周りで起きること全てが茶番に思えたりして冷め切ってまし
た。

　半年前、その頃はちょうど彼岸花がたくさん咲いてたのですが、
車を運転している仲間に「あそこ見て！」と声を掛けられてはじめ
て気づく有様で、花を見つけたその仲間の心はなんて豊かなんだろ
うってとても羨ましかったのを覚えています。
　
　今、プログラムで「受け入れる」ということを意識してやってい
ます。嫌いで受け入れられなかった自分のことも許せるようになり
ました。ありのままでいいんだっていつも自分に言い聞かせてます。
この頃は感謝できることが増えました。感動に心が震える事もあり
　　　　　 ますがそれも自分を大切に出

来るようになったからだと思
います。心が感じるままでい
いのかなって思っています。
ありがとうございました。

2013. NO.8 SAGA  DARC  
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　こんにちはアディクトのＭです。
　ＤＡＲＣでの夕食は、みんなでメニューを考えてみんなで作
り、みんなで一緒に食べていますが、たまに外食に出掛けたり
します。
 
  みんなで考えてどんな料理を作っているかというと、ココ
ナッツカレー、キーマカレー、ハヤシライス、クリームシュー、
レバニラ炒め、チキン南蛮、唐揚げ、豚キムチ、ハンバーグ、

チャンポン、鍋、肉うどん、マーボ豆腐、マーボ茄子、おでん、酢豚、豚カツ、パスタ、
お好み焼き、チンジャーロース、餃子、和食（秋刀魚の塩焼き＆味噌汁 or 豚汁＆かぼちゃ
の煮つけ）、などが定番メーニューになっていて、それプラスキャベツをベースとした
野菜サラダ＆キャベツの芯などを使った野菜スープがお決まりのメニューとなってい
て、たまにきんぴらごぼうを仲間が作ってくれます。これらのメニューはだいたい１人
でも作れるようになりました。

だいたい月１のペースで皆で何を食べたいのか相談し、焼き肉の食べ放題に行ったりす
るのですが、１１月はしゃぶしゃぶの食べ放題に行ってきました。　
 入院している時に太った僕は、ＤＡＲＣでの食生活において昼食は毎日カップラーメン
を食べていたのですがカップ麺は太るので（現にカップ麺の食べすぎで１３㌔ふとりま
した）カップ麺は止めてそれ以外のものを食べたり、夕食に関してはみんながご飯をど
んぶりで食べているところを僕は茶碗に少しだけご飯をついで食べたり、これ以上お腹
が出ないように気を使って食べているのですが、食べ放題に行くと、つい食べてしまう
んですよね（涙）
 
 しゃぶしゃぶに行った時もそうです｢今日は食べすぎに注意しよう｣と思いつつもつい、
食べ過ぎてしまっていて、食べることに対してコントロールがきかなくなっている訳で
はないとは思うのですが？｢食べ放題だし食べなきゃ損する｣、という気持ちに負けたの
か、｢今日ぐらいいっか｣、という気持ちに負けたのかはわかりませんが、今日ぐらい良
いだろう、という気持ちに負けているのだとしたら気を付けなければいけないな、と思
いました。｢ちょっとくらいなら大丈夫だろう、とかこれくらいなら大丈夫だろう｣といっ
た気持ちで僕はスリップをしたので、そんな気持ちに気を付けなければならないのです。

 でもみんなで一緒に食事をす
るって温かくて良いことですよ
ね（笑）そんな生活をＤＡＲＣ
では送らせてもらえています。
ありがとうございました。

　１１月には新しい仲間も増え、メンバーの入れ替わりも無
く皆クリーンな生活をおくっていること自体奇跡なのでしょ
う、たどり着いたばかりの頃から見ている仲間の今を見てい
ると、そう思わずにはいれません、感謝なことですね。
　それでも、まだまだ仲間の病気が心配で DARC をあけて出
かけることが出来ない自分がいたりもします。
とにかくゆっくりした時間とプログラムの中で「暇だ～」と
言っている仲間達の中、せかせかと落ち着かずお任せと信じ
ることにかけて至らないのも自分自身かもしれません。

　月末になると水光熱費や家賃など、苦手なお金のことにも
頭を悩まされました。
　多くの方のご支援に支えていただけなければ乗り越えてこ
れなかったことで、佐賀 DARC に関わっていただけた方、関
心を持って頂けた方の善意を毎月感謝せずにはおれませんで
した、本当にありがとうございます。
　仲間の回復の場所も、最初の頃と比べると随分と生活感に
あふれ生活しやすいものとかわっています。

　１１月に行ったセミナーも大盛況で、多くの方がご来場下
さいました。
　関わっていただいた方々、ありがとうございました。
アンケート用紙には感謝と今後も開催して欲しいと多くの言
葉を頂きました。

　相談件数もかなり増えており多くの方が電話や DARC を訪
れられました。
　４月にこられた方が、最近自助グループへ繋がりながら回
復を目指し「命を助けられました」と言われました。
　佐賀から他県の DARC で回復している仲間の姿も見せても
らっています。

少しづつの変化ですが、DARC が回復の場所として回復のメッセージを伝える場所とし
て実を結んでいることを振り返ることが出来ています。

　回復とは本当に良いものだなと、仲間たちが気づかせてくれます。
自分が与えてもらえたものを渡していく機会を、与えてくれる大切な仲間達が佐賀
DARC にはいます。
　今後も仲間と共に、温かい回復の場所を存続していこうと思っています。

感謝の内に
　

女性の依存問題

「その後の不自由」 のその後

講師　大嶋さん　上岡さん

パネルディスカッション

当日は１３０名程の来場者があり
皆さん真剣に聞きいられていまし
た。

緊急支援のお願い

現在、佐賀 DARC で使用している車が１月に車検となります。走行距離も１７万キロを
越えてあちこちに故障も出てきており、車検代もかなり料金がかかると思いますが、
運営も厳しく大変に困っております、心苦しいお願いですが助けて頂けないでしょう
か、皆様の温かいご支援をお待ちしております。
利用者の人数も増えてきつつあり新しい車も探しています、お心あたりのある方はご
連絡をいただけないでしょうか宜しくお願いします。


